
令和７年度第２回大東清掃センター公害防止対策協議会会議録 

１ 会 議 名 令和７年度第２回大東清掃センター公害防止対策協議会 

２ 開催日時 令和８年１月 21 日（水）午後１時 55 分から午後２時 50 分まで 

３ 開催場所 大東清掃センター２階研修室 

４ 出 席 者 

⑴  委 員 及川和彦会長、佐藤隆博副会長、佐藤義信副会長、 

佐藤斎博委員、佐藤美心委員、佐藤悦男委員、菊池学委員、 

千葉幸司委員、金安信委員、佐藤文橘委員、千葉栄生委員 

千葉昌子大東支所市民福祉課長、 

今野勝裕千厩支所市民福祉課長 

⑵  事務局 佐藤正幸一関地区広域行政組合事務局長、 

蜂谷敏志大東清掃センター所長、 

藤野満大東清掃センター副所長 

５ 報  告 

⑴ 令和７年度施設の稼働状況について 

⑵ 令和７年度各種測定結果について 

⑶ 令和７年度施設周辺住民健康診断受診者数について 

６ 公開、非公開の別  公開 

７ 傍聴者  なし 

８ 挨 拶  

会 長 本日の２回目の協議会では、今年度の稼働状況や各種測定結果など、組合 

から報告があるようですので、委員の皆様の忌憚のないご意見等をお願いし、 

挨拶とさせていただく。 

事務局長 本日はお忙しいところお集まりいただき心から感謝申し上げる。 

また、日頃より当組合の管理運営について多大なるご理解とご協力を 

賜り厚く感謝を申し上げる。 

当組合が計画している新しい焼却施設の建設に係る取組状況について、現 

在、建設する一関市弥栄の敷地造成工事、施設に接続する国道と市道の改 

良工事を行っている。また、昨年 12 月には施設の建設や運営を行う事業者 

を決定しており、令和 12 年度の完成、稼働を目指し、事務を進めている。 

一方、新しい最終処分場については、建設予定地である千厩字北ノ沢の敷 

地の立木伐採に着手し、来年度から土木・建築・プラント設備工事を開始し、



令和 11 年度の完成を目指している。 

また、昨年度、びん・缶・ペットボトルなどの資源ごみを、指定ごみ袋を

使用せずにコンテナなどで回収することによる、ごみの減量化を図るための

実証事業を自治会の集積所などで行い、効果、課題を検証した。 

今年度は、検証結果を踏まえて、ごみ出しの日時を指定せず、雨天や強風

時の影響を受けにくい市民センターなどで実証事業を行い、再度、効果や課

題を検証している。 

本日の公害防止対策協議会は、定例報告である令和７年度の施設の稼働状

況、各種測定結果及び健康診断の受診状況などについて報告する。担当から

説明するので率直なご意見をいただきたい。 

今後も維持管理には万全を期してまいるので、引き続き、ご理解とご協力

をお願い申し上げる。 

９ 【報告事務の説明】 

     ３番の報告について、⑴から⑶まで一括でご報告させていただく。 

報告⑴ 令和７年度施設の稼働状況について 

報告⑵ 令和７年度各種測定結果について 

報告⑶ 令和７年度施設周辺住民健康診断受診者数について 

会 長 ⑴の２ページから６ページまでの施設の稼働状況報告について、質問や意 

見等はないか。 

委 員 ４ページの下から４行目の組合管内の一人１日あたりの排出量が、各清掃

センター管内の一人１日あたりの排出量より低い、又は中間ぐらいの数値に

なるなら分かるが、どのような計算方法により出された数値なのか伺う。 

事務局 ご指摘のとおり数値に誤りがある。後日、正しい数値をお示しする。 

委 員 ６ページに、排出量の数値が出ているが、コンテナ等回収実証事業の実績

が加味されているのか伺う。 

事務局 コンテナ等回収実証事業について、一関清掃センター管内分については一

関清掃センターに搬入され、大東清掃センター管内分については大東清掃セ

ンターに搬入された。６ページの資源物の搬入量にはコンテナ等回収実証事

業分も含まれている。 

委 員 承知した。 

委 員 今年度のコンテナ等回収実証事業の結果について伺う。 

事務局 現在、一関清掃センターで取りまとめ、精査中である。 

委 員 搬入された数量などは捉えているのか。 



事務局 搬入数量は計量していることから捉えているが、大東清掃センター分とし

てコンテナ等回収実証事業の搬入実績を取りまとめていないことからすぐ

にはお示しできないが、後日、搬入実績をお示しすることとする。 

事務局 昨年度は、プラスチック製容器包装なども対象としており、重量などの正

確な数値は把握できなかったが今回はペットボトルと缶の２種類となって

いることから数量については把握できている。 

委 員 後日、お示しいただきたい。 

事務局 承知した。 

委 員 コンテナ等の回収について、今後、市民センターに全部持ち込むのではな

く、今までどおり集積所に出しても回収してもらえるということで良いか。 

事務局 拠点回収という形で実証事業を実施したものであり、集積所に出されたも

のは通常どおり収集している。実証事業は令和６年度から令和７年度までに

実施したが、来年度以降は実証事業という形ではなく、市民センター側から

継続してコンテナ等の回収をしても良いと申し出があったところのみ行う

こととしている。そのため、今年度に実施したすべての拠点回収場所で継続

して回収するわけではなく、どのようにしていくかはまだ決まっていない状

況である。 

委 員 今後も同じ場所で受け入れるわけではないということか。 

事務局 実証事業の拠点回収場所は、当組合からお願いする形で実施したところで

あり、継続して実施することが難しいところがある。実証事業の終了に伴い

コンテナ等を回収した際に、このまま置いていてほしいという意見があった

ことから、そういった申し出があった拠点回収場所については継続してコン

テナ等を設置している。コンテナ等を継続して設置することとした拠点回収

場所については、実証事業とは異なり、組合側では回収しないことから、継

続を申し出た設置場所の方でコンテナ等を管理し、有価物として売払いをす

るなどの回収物の処理を行う必要がある。だだし、売払いした分は設置場所

側の収入とすることができるメリットがある。今後の課題としては、ほかの

拠点回収場所側で、回収から処分までの一連の流れが実施できるかが難しい

ところとなっている。 

委 員 継続してコンテナ等を設置することとしたところはいつから行うのか。 

事務局長 実証事業ということで、昨年度は集積所に出されたものと並行して収集

する形で実施したが、今年度は市民センターなどに、いつでもペットボトル

や缶が出せる形でコンテナ等を設置した。千厩では磐清水市民センターに、



大東では摺沢市民センターに設置した。組合の事業として実施したことから、

集まった資源物は組合で収集及び処理を行う形とした。来年度からは、市民

センターなどに自主的に取り組んでもらう形になる。そこで集まった資源物

を有価物として業者に売払い、実施場所の収入にできることから、自主事業

として取り組んでいただける実施場所については、引き続きお願いすること

とした。ほかの市民センターにも声をかけたが、婦人会などの団体が資源回

収を行っていたため、実施が難しいという意見あった。各地区で取り組んで

いただけるところにお願いして実証事業を実施したところである。 

会 長 他にあるか。 

委 員 なし。 

会 長 ⑴については以上とする。 

会 長 ⑵の７ページから９ページまでの各種測定結果報告について、質問や意 

見等はないか。 

委 員 ７ページの河川水のダイオキシン類濃度測定場所について、参考資料１の

番号に合わせて表にも番号を付した方が良いのではないか。 

事務局 次回から番号を付することとする。 

会 長 他にないか。 

委 員 なし。 

会 長 ⑵については以上とする。 

会 長 それでは⑶の施設周辺住民健康診断受診者数について、質問や意見等はな

いか。 

委 員 健康診断については、実施していただき感謝しているが、実施時期が１月

で寒い時期となっている。そのことにより受診を断念した方もいるようなの

で実施時期について変更できないのか。 

事務局 以前にも同じ要望があり、（公財）岩手県予防医学協会に問い合わせをし

た経緯がある。回答としては、予防医学協会の年間予定が既に組まれており

空きがない状態であることから実施時期の変更は難しいと伺っているが再

度確認することとする。 

会 長 他にないか。 

委 員 なし。 

会 長 ⑶については以上とする。 

会 長 ４のその他について何かあるか。 

委 員 継承していくために毎年同じ要望を申し上げるが、令和 12 年度に新処理



施設が稼働するというスケジュールが決まったようだが、それに逆算した形

でこの施設の今後について検討していくべきではないかと思う。例えば職員

体制や配置など検討していると思うが、周辺住民としては、令和 12 年度に

稼働してしまうと令和13年度にはこの施設が停止することになると思うが、

その後どうするのか心配である。施設に職員の配置がなくなるかもしれない

し、健康診断などを実施する場所もここではなくなるのか、そのまま終わら

せるのか。また、各種測定なども終了するのか。協定書も稼働中となってい

ることから、ある程度継続する方向でなければ地元住民は納得しないと思う。

終わりの時期が見えてきたので逆算したスケジュールを早め早めに組んで

いただきたい。昭和 43 年から 57 年間施設が稼働しているが、その間、大き

な問題である建替えやダイオキシン問題、汚染牧草焼却など何か問題があっ

た時にしか対話集会が行われてこなかった。今後は施設の稼働終了に係る対

話集会を行い、納得した形で終わらせられるよう早め早めに進めていただき

たい。意見、要望として申し上げる。 

事務局 ２月８日の対話集会について、衆議院議員総選挙と重なったが予定のとお

り開催させていただくのでよろしくお願いする。  

委 員 承知した。 

会 長 他にないか。 

委 員 なし。 

会 長 報告については以上とする。 

会 長 その他に何かあるか。 

委 員 なし。 

10 閉  会 

 事務局 それでは、本日の公害防止対策協議会を閉じさせていただく。 

11 担 当 課 大東清掃センター 


